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クラッドの外層に薄膜プラスチックシンチレータを配することでアルファ線に対して感度を持たせた光フ

ァイバーである Outer Layer Scintillation （OLS）ファイバーに波長分解分析法を適用し、アルファ線分布の一

次元測定について基礎検討を行った。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所（1F）の廃炉作業工程には高濃度に汚染した配管の撤去作業が含まれる。ここで、

配管内にアルファ線放出核種が存在した場合には配管切断時にアルファダストが飛散する恐れがあり、アル

ファ核種の内部取り込みリスクが増大する。そのため、配管切断前に事前にアルファ核種の有無を把握する

ことは、内部取り込み防止の観点から極めて重要である。本研究では配管内アルファ線放出核種測定センサ

ーとして Outer Layer Scintillation （OLS）ファイバーに着目し、OLSファイバーにアンフォールディング法を

適用した一次元アルファ線分布測定法の基礎検討を行った。

2. 原理 

本研究ではアルファ線の一次元センサーに OLSファイバーを使用する。OLSファイバーはファイバーシン

チレータのクラッド外層に薄膜シンチレータを配した構造となっている。アルファ線が OLS外層の薄膜シン

チレータを励起し、青色のシンチレーション光が発生する。このシンチレーション光が OLSファイバーのコ

アを励起し、緑色のシンチレーション光に変換される。この緑色のシ

ンチレーション光をファイバー端で検知することで、アルファ線の

測定が可能となる。本研究で開発した一次元アルファ線検出器は①

センサー部の OLSファイバー（コア径 ϕ1.0 mm、長さ 3 m）、②光伝

送部の石英光ファイバー（Thorlabs FP400URT、コア径 ϕ0.4 mm、長

さ 10 m）、③受光部のポータブル分光器で構成される。OLSファイバ

ーの発光を、石英光ファイバーを介して分光器で受光し、波長スペク

トルを得る。ここで、波長スペクトルを波長ごとに離散化し、アンフ

ォールディング処理を施すことで、元の放射線入射位置情報の逆指

定が可能となる。本研究では OLSファイバーに 241Amアルファ線源

（4 MBq）を密着させ波長スペクトルを測定し、そのアンフォールデ

ィング処理により元の線源位置の逆推定を試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 基礎評価結果  

基礎評価試験結果を図 1に示す。図 1(a)より、241Amの位置が読み

出し側から遠くなるにしたがって波長スペクトルが減衰していくこ

とと同時に、そのスペクトル形状も次第に変化していく様子が確認

できる。波長スペクトルにアンフォールディング法を適用した結果、

図 1(b)のとおり大まかな線源位置分布の逆推定に成功した。このこと

から、本検出器を用いてアルファ線由来の波長スペクトルを測定で

きること、大まかな線源位置を逆推定可能であることが確認できた。 
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図 1(a) 波長スペクトル測定結果と

(b)アンフォールディング結果。 
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